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静止推力 [kN] 3.5 
タービン入口温度 [K] 1100 
空気流量 [kg/s] 3.47 
GG流量 [kg/s] 0.7 




ラム燃焼器温度 [K] 2300 
ラム燃焼器圧力 [MPaA] 0.25 
回転数 [rpm] 58000 




 Ⅰ GG燃焼ガス温度勾配によるタービン翼疲労 
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振動等を評価する．必要な質量流量は 500-1000 g/s程度であり，カードル 3基が必要となる． 
 
 
図８ 冷走試験セットアップ 
 
５．まとめ 
 ＧＧ－ＡＴＲに関するホットセクションの諸問題に関する解析，および実験準備状況について
述べた． 
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